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子どもミュージカル「シンドバッドの大冒険」
　シンドバットの冒険は、アラビアンナイトの千夜
一夜物語と共に世界中で親しまれている作品です。
ペルシャ湾からインド洋を舞台に展開される夢とロ
マンの冒険物語を迫力溢れるミュージカルに仕上げ
ています。荒海に乗り出す帆船、迫り来る嵐、空を
覆う巨大な鳥…。どんな困難にも立ち向かうシンド
バットの活躍は、観客の心と舞台を一つに結び、心
躍る感動を残します。

日時／11月20日（日）
　　　午前の部　10時～
　　　午後の部　 ２時～
　　　※開場は30分前
会場／いいおかユートピアセンター　潮騒ホール
対象／未就学児～小学生とその家族
申込み・問合せ／海上公民館　☎55-2566
申込方法／電話でお申し込みください（申込み受付
中 午前８時30分～午後５時まで　月曜祝日を除
く）。
定員／各回200人に達し次第、受付を締め切ります。
※新型コロナウイルス感染拡大の状況により、日程

が変更される場合があります。

　自衛隊旭地域事務所の自衛官を講師に迎えた教室です。
　親子で防災について話し合うきっかけに体験してみませんか。

日時／12月４日（日）　午後１時30分～３時
場所／干潟公民館（ひかた市民センター内）
定員／10組：小学生（４年生以上）と保護者　※申込順
内容／「防災関係のはなし」
　　　「キャンプに役立つロープワーク」
　　　「パラロープを使った編み物」
持ち物／はさみ、ライター、カラビナ２個
申込み・問合せ／干潟公民館　☎68-3111
申込方法／ 電話でお申し込みください（11月11日（金）から 午前８時30分～

午後５時まで　月曜祝日を除く）。

干潟公民館 「親子で学ぶ防災教室」

入場
無料

カラビナ
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和紙人形の干支作り
日時／12月13日（火）
　　　午後１時30分～３時30分
定員／15人（一般成人）　※申込順
費用／1,000円（材料費）
内容／ 和紙を使って来年の干支の

壁掛け（豆色紙）を作ります。

お正月料理
日時／12月15日（木）
　　　午前10時～正午
定員／16人（一般成人）　※申込順
費用／1,000円（材料費）
内容／ 油を使わないヘルシーな伊達

巻をメインとしたおせち料理
です。

お正月用生け花
日時／12月27日（火）　午後６時30分～８時30分
定員／15人（一般成人）　※申込順
費用／2,000円（材料費）
内容／ 若松、黄菊、梅、柳、千両等を花材にしたお正月

用生け花です。

親子料理教室
日時／12月17日（土）　午前10時～午後１時
定員／小学生（３年生以上）と保護者　８組（２人１組）
　　　※申込順
メニュー／ お花のフルーツサンド、とり肉のパリパリ揚

げ、かぼちゃの米粉ポタージュ、トナカイチョ
コムース

費用／１組　1,000円（材料費）

　今年も残り少なくなってきましたね。みなさんは年末年始の準備は始めましたか？
　旭市民会館ではクリスマス、お正月に向けて様々な講座を企画しました。ぜひ、ご参加ください。

〈共通事項〉
場所／旭市民会館
申込み・問合せ／旭市民会館　☎63-8755
申込方法／ 材料費を添えて旭市民会館へお申し込みください（11月２日（水）から 午前８時30分～午後５時まで

月曜・祝日を除く）。
※定員に達し次第、受付を締め切ります。

【旭市図書館で貸出が多い小説】
期間：令和３年10月～令和４年９月 

　　　　　　　　東野圭吾 「透明な螺
ら

旋
せん

」「希望の糸」「沈黙のパレード」など

順位 書　　　　名 著者名
１ 同志少女よ、敵を撃て 逢坂　冬馬
２ 月下のサクラ 柚月　裕子
３ 元彼の遺言状 新川　帆立
４ コンビニ人間 村田　沙耶香
５ 赤と青とエスキース 青山　美智子

順位 書　　　　名 著者名
６ ミカエルの鼓動 柚月　裕子
７ 小説8050 林　真理子
８ 52ヘルツのクジラたち 町田　そのこ
９ 月曜日の抹茶カフェ 青山　美智子
10 三千円の使いかた 原田　ひ香

旭市図書館

旭市民会館

お正月のお花を生ける参加者たち トナカイチョコムース

殿堂入り
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第42回海上公民館まつり

前回の公民館まつり

　11月20日（日）に海上公民館まつりが開催されます。作
品展示や舞台発表など、公民館で活動している団体の活動
の成果を発表します。ぜひ、ご来場ください。

日時／11月20日（日）　午前９時～午後３時
会場／海上公民館
内容／ 展示…陶芸、俳句、写真、御殿まり、絵画など
　　　 芸能…舞踊、フラダンス、歌謡、楽器演奏、太極拳、

花笠踊り、
　　　 クラッシックバレエ、ＨＩＰＨＯＰダンスなど
　　　 その他…絵本読み聞かせ、お絵かき広場
問合せ／海上公民館　☎55-2566

第18回旭市文化祭「美術展」

会員の力作が並ぶ会場

　旭市文化協会主催による文化祭の美術展が開催されます。
　ぜひ、ご来場ください。

【美術展】
日時／11月５日（土）・６日（日） 午前９時～午後４時
　　　※６日は午後３時まで　
場所／いいおかユートピアセンター
展示内容／ 絵画、書道、写真、陶芸、手工芸、華道、俳句、

短歌、茶道等　※茶道は６日のみ　
【囲碁】
日時／11月６日（日）　 午前９時～午後３時
場所／海上公民館
問合せ／旭市文化協会事務局（高木）　☎090-5755-2787

大原幽学記念館　企画展「熊野神社の神幸祭」
　大原幽学記念館にて、松澤熊野神社で行われる神幸祭をテーマとした
企画展を開催しています。ぜひ、ご来館ください。

―展示の紹介―　波切旗
　神幸行列で神輿に先立ち掲げられる旗で、昭和62年、平成11年、平成
23年に実際に使用されたものです。この他にも、過去の祭礼で実際に使
用された衣装や道具を展示しています。

期間／12月18日（日）まで
場所／大原幽学記念館　企画展示室
入館料／一般300円、小中高生200円、団体割引あり
開館時間／午前９時～午後４時30分
休館日／月曜日、祝日の翌日
問合せ／大原幽学記念館　☎68-4933
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令和４年11月１日発行　　編集：旭市教育委員会生涯学習課

公民館だよりについてのご意見、ご感想をお待ちしております。連絡先：海上公民館　☎55-2566

旭市教育委員会生涯学習課
〒289-2595　ニの2132番地 ☎0479-85-8627
旭市海上公民館
〒289-2604　高生1番地 ☎0479-55-2566
旭市民会館（あさひ市民センター内）
〒289-2504　ニの2787番地1 ☎0479-63-8755
旭市図書館（県立東部図書館内）
〒289-2521　ハの349番地 ☎0479-62-2560
いいおかユートピアセンター
〒289-2712　横根1365番地25 ☎0479-57-6060

旭市干潟公民館・旭市文書館（ひかた市民センター内）
〒289-0512　南堀之内10番地 ☎0479-68-3111
大原幽学記念館
〒289-0502　長部345番地2 ☎0479-68-4933
コミュニティセンター（問合せ先：干潟公民館）
〒289-0517　萬力2231番地 ☎0479-68-3111
ふれあいセンター（問合せ先：干潟公民館）
〒289-0515　入野1355番地１ ☎0479-68-3111
萬歳地区多目的研修センター（問合せ先：干潟公民館）
〒289-0504　櫻井123番地1 ☎0479-68-3111

問合せ先

お知らせ 次回の公民館だよりは令和５年２月１日発行予定です。 掲載予定：イベント等お知らせ

その32 企画展「熊野神社の神幸祭」、大原幽学記念館で開催中
　12年に一度、卯年に行われるこの神幸祭は、来年の
令和５年の開催で第90回目に当たります。現在開催し
ている記念館の企画展では、今までの神幸祭の祭事の様
子などが紹介されています。
　冊子『ひかたの歴史と民俗』第３号に熊野神社の縁起が
次のように書かれています。
　今から千二百年以上前の大同元年（806）、三川村の長、
我
が

留
る

前
まえ

氏（小林家の先祖）の夢のお告げにより、東国開発
の守護神として紀国（和歌山県）に鎮座される熊野の大神
の御分霊を、海路はるばると三川浦熊

くま

野
の

堆
たい

（旧飯岡町）に
祀られたお社である。黒潮文化とともに、漁業、製塩、
営農の技術が導入され、我留前小林、大久保両家を中心
に、浦人たちの厚き信仰と相まって、里は豊かに立ち栄

参照…『ひかたの歴史と民俗』第3号　特集　熊野神社の神幸祭

お浜降り（平成11年）

版画・文／

40

土器ッと「古代人」体験教室

講師が先達となって小学生たちは古代の世界へ
といざなわれてゆきます。
ホールには本物の土器が据えられて各自の卓上
に置かれた石器のナイフで紙を切り、火起こし
体験を通じて古代へ思いを馳せていました。

えた。後百五十年を経て、村上天皇の天暦９卯年（955）、再び大神のお告げがあった。「この浦の西方に熊野によ
く似て樹木鬱蒼と生え繁る清々しき土地がある。吾が御魂今より彼の地に移り、無窮に国内を鎮め五穀を実らし
百姓を豊かににぎわさん」とのお諭しにより、熊野三山の神主、宇井、鈴木、榎本、那智を始め数多くの氏人たちが、
神慮を畏

かしこ

み御魂代を奉持し、蛇園、松ヶ谷、大友、志高、仁良を経て、旧暦９月５日松澤の里の現在地に斎き祀
られた。
　卯年ごとの神幸祭は、これに依拠して行われるようになったといわれています。写真は、雄壮なお浜降りの１
枚です。関連地区の人々の尽力や協力によって、この神幸祭が千二百年以上継続していることに、改めて「伝統
の継承力」、「人の力」に驚かされます。
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